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         謹賀新年 

                      副部長 片山 ひろみ 

 旧年中は、皆様に女性部へのご理解やご協力を賜りましたこと、厚くお礼申し上げます。 

 とりわけ全難聴福祉大会でのバザーに於きましては、工夫をこらした手作りの温かなお気持ちが

伝わってくる品を中心に提供していただきました。このバザーは、女性部らしい取組としてずっと

継続し、これも皆様からの応援があればこそと感謝している次第です。 

 「全難聴福祉大会 in 美の国あきた」では、実りの多い収穫を得た機会となり、遠方まで出向い

た甲斐がありました。 

 粉雪が舞い散る光景をガラス越しに見ながらも、会場内は熱気に満ちた雰囲気でした。 

バザーとの掛け持ちではありましたが、国際部および補聴医療対策部による「障害者権利条約を

活用した、難聴者のパワーアップについてのわくわくレッスン」の、テーマに魅かれ参加しました。

誰もが能力に関係なく完全に参加し、関与できる世界を作りだすことを目的としている語りでし

た。私たちが条約を理解し主張して行動する必要があり、身近な人達へわかりやすく伝えていくこ

とが大切なのだと学びました。 

 難聴の障害に打ち勝つ気概を持ち、自分の可能性を見出して積極的に発揮していける場を見つけ

ることで、救われるのではないでしょうか。役員として、目標に向けて仲間と努力を重ねていく

日々もこれに値します。 

 全難聴女性部は、全難聴の中に属する専門部として、これまで先輩たちが守り育ててきた誇れる

歴史を刻んでの今となっています。今後も継続していく義務があります。 

 秋田大会では、特定非営利活動法人東京都中途失聴・難聴者協会の明田美奈子女性部長が、永年

にわたる貢献に対して表彰されました。朗報の場面をこの目にやきつけ、後輩である自分たちの励

みにもなりました。とても嬉しく、大きな拍手を送りました。 

 本年も、より一層の躍進を目指し、役員一同でより良い明日へと向かっていく所存ですので、何

卒よろしくお願い申し上げます。 
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新年のごあいさつ 

 

一般社団法人  

    全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 

      

理事長 宿谷 辰夫 

 

 

新年、明けましておめでとうございます。 

昭和４８年（１９７３年）に全難聴の原点ともいうべき「全国難聴者組織推進単位地区研究協議

会」が発足してから、半世紀が過ぎようとしています。また、それまでに各地方で芽生えかけてい

た要約筆記が全国的な普及に至るのは、この会合に参加した中途失聴・難聴者が、要約筆記を通じ

て複数人との会話が成立したことの感動を地元に持ち帰り、取り組みを始めたことに起因すると言

われています。協議会発足の２年後には、入谷仙介・林瓢介編『音から隔てられて』が出版されて

おり、当時は中学生であった私も読者の一人として、自分なりの難聴者としてのアイデンティティ

を確立することができたのではないかと考えております。このお二人の先生との出会いがなけれ

ば、難聴者運動とは無縁であったかも知れません。  

僭越ながら、先人が築き上げて来られた全難聴という組織をお預かりする立場にいる一人として、

理事や加盟協会の長をはじめ会員の皆様方と共に進むべき今後の方向性について、日々自問自答し

ている現状にあります。 

加盟協会の皆様が全難聴に対して何を求めておられるのか、このことを掘り下げて考えてみます

と、一つには省庁等に要望していく力を持ち得るためには全国規模の組織が必要だということ、そ

して、国内や海外にむけての聴覚障害関連情報の発信源としての期待値があるのだろうと思いま

す。 

全難聴は数年来「きこえの健康支援体制」の構築を提唱しており、①聴覚機能が低下した人自身

が自分の聞こえを知り、周囲に説明できる力の獲得 ②聴覚機能が低下した高齢者等も気軽に相談

できる場の設置 ③難聴対策に関わる人材の育成やリハビリテーション環境の整備・・・などを目

指しています。今後、加盟協会とも連携して、当事者一人ひとりに対して個別に寄り添う体制づく

りが必要であると考えております。 

最後になりますが、一人でも多くの方々の全難聴への思いが、聞こえの課題克服のストラテジー

に繋がります。皆様と共に歩み織りなす道が希望に満ちたものであることを信じています。 

今年一年皆さまと力を合わせた運動がより一層前進することを期待して、また皆さまのご多幸・

ご健康をお祈りして、全難聴よりの新年のごあいさつとさせていただきます。 
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令和６年 役員・県部長・窓口～新年を迎えてのご挨拶 
         

☆部長・横浜市部長：主藤 京子 

 昨年、母が亡くなりましたので新年の挨拶は控えさせていただきます。 

それで気になったのがお正月料理。新年をお祝いする食材や料理に意味を付け

て縁起を担ぐのがおせち料理で、祝いの食材を使わないのが「ふせち料理」と解 

りました。 

お正月三が日は炊事を休みますが、ふせち料理と鍋物で乗り切ります。秋田大会で美味しさを再

確認したきりたんぽ鍋などいいですね。 

高齢化が進む中、厳しい状況にありますが役員同士の連携を図りながら活動を行います。今年もご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

☆副部長兼務事務次長：広報担当・京都府部長：片山 ひろみ 

 新年あけましておめでとうございます。 

お正月を迎えると、「今年は昨年よりもっと頑張れる年になりますように」と、気持ちがひきし

まる時でもあります。 

 かつては 36 年間にもおよび京都の旧家で暮らしていたのですが、年末になると蔵から石臼をだ

してきて、家族６人総出でお餅つきをしたものでした。おせち料理も手作りで、庭のバランや南天

を飾りにつかってお重を用意することが当たり前でした。 

 あの頃は、手間がかかって大変としか思えず、いつになったら楽ができるのかとそればかり。 

今になってみると、情緒たっぷりの環境に浸かっていたのだと、懐かしく思い出します。 

ぐっと簡素化して手抜きだらけの対照的なお正月へと化してしまった今ですが、息子たち一家と

共に過ごすひとときに、幸せを感じています。 

 

☆事務局長：広報担当・茨城県部長：佐藤 緑 

 謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

中途失聴や難聴を生きる女性の幸せを願い、今年も共に歩んでまいります。 

 ある年の元旦、初日の出を拝んで散歩しました。生まれたときから見ていた街

並みをゆっくり見上げれば、時が止まった時計など、普段は見落としてしまうも

のが目に入ります。写真は、「海老屋酒店」の看板。 

 

☆会計・埼玉県窓口：鈴木 亜妃子 

新年明けまして おめでとうございます。  

皆様には健康でお幸せな年となりますように心よりお祈り致します。  

4 年連続、新型コロナウイルス感染が現在も終息していません。地元の協会の行事などが少し

ずつ開催していますが、やはりマスクが欠かせません。 

早くコロナが終息し、皆様と久しぶり再会し、楽しい活動が出来ることを 

祈っています。 
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☆監事・埼玉県窓口：磯島 都子 

 新年あけましておめでとうございます。 

昨年の秋田大会では大変にお世話になりました。 

11/25 (土)は初雪とのことで秋田らしい風景が見られ感無量でした。毎

年の参加ですが、全国大会は新しい出会いがあり百倍の元気を頂いた次第

です。厳しい時代になりましたが難聴者の福祉運動は大切な活動です。健

康には気を付けて、右上の「辰ちゃん」イラストのように朗らかにいきましょう(^^♪。良いお年で

ありますように・・・。今年もよろしくお願いいたします。 

 

☆監事・横浜市：飯島 サダ 

新年のご祝辞を申し上げます。 

全難聴女性部各協会の会員の皆様方のご健康とご多幸を心よりお祈り

申し上げますと共に、本年もどうぞ宜しくお願い致します。 

 

☆相談役・岐阜県：加藤 千津子 

 皆さま、明けましておめでとうございます。 

新しい年がご多幸でありますよう、今年もよろしくお願いいたします。 

お正月と言えば「おせち」ですね。以前は手作りでしたが、手間がかかる割には、子供たちには不

評で、作るのをやめようと思っていたところ、２年前より息子が勤務する会社が、仕出し屋から「お

せち」を 30％Off の特別価格で注文を取るようになりました。小ぶりですが３段重です。いろん

な料理が丁度良い量で、お正月らしい食卓になります。これ

なら子供たちも「これ何？」とお品書きを見ながら箸が進み

ます。年末は、楽ができて大助かりです。 

 

☆北海道札幌市・窓口：馬場 順子 

 お健やかに新年をお迎えしたことと思います。 

 難聴協会に出会い早くも 30 年、仲間との活動は忙しくもありま

したが楽しいひと時でもあります。活動拠点の福祉会館は調理室も

完備され、新年会は会員、要約筆記者、ご来賓と 100 人分の料理

を女性部ですべて手作りです。試食会、買い出しに前日からの作成

には海老しんじょのお吸い物も用意しました。盛り付け配膳と時間

との闘いでしたが、参加者の「おいしい」は何より疲れを解消される魔法の言葉でした。 

 コロナ禍の今は会員数の減少、会食なしの新年会ですが要約筆記者と合同でのゲームやお喋りで

皆さんの笑顔が何よりのご馳走です。当協会も秋には創立 50 周年を迎えます。 

  

☆関東ブロック長・川崎市部長：伊藤 雅子 

ご家族の皆様とお健やかな新年を迎えられたこととお慶び申し上げます。 

女性部に関わって、30 年になります。元名倉部長の時、役員に任命され会計や監事等担当。勤

務しながら白書を作成し、ご一緒に活動出来た事はとても貴重な体験をさせていただきました。 

今思えばそれが川難聴女性部の活動に生かされているようです。「継続は力なり」をモットーに今

後も老体に鞭打って微力ながら頑張りたいと考えています。今年もよろしくお願い申し上げます。 
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☆栃木県・窓口：矢野 美津子 

明けましておめでとうございます。 

昨年は コロナ感染症 5 類になって活動しやすくなりました。しかしコロナ禍で活動しにくく

解散してしまった団体、サークルがありました。また円高で苦境に立たされている人は少なくな

いでしょう。 

今年の干支は辰ですね。良い変革が出来て生活しやすい年になりますよう

に。皆様のご健康とご多幸、そしてご活躍をお祈り申し上げます。 

本年もよろしくお願いいたします。              

 

☆新潟県・窓口：大西 邦子 

 新年おめでとうございます。皆さま健やかに新春をお迎えのこととお喜び申し上げます。 

新潟県女性部は令和３年度から窓口になりました。県内は広域で４つの支部があります。それぞ

れ各支部の行事には会員が誰でも参加できます。会員は新潟市が多いので新潟支部の活動が特に活

発です。役員が頑張ってくれていますので女性会員も元気で交流しております。 

昨年は新潟市内の花柳界地区の割烹で新年会をやり美味しいお料理

に舌鼓をうちました。今年も同じ地区の小料理屋で新年会を開催します。 

何をやるにも健康が一番。全国女性部の皆さまのご健康をお祈りいた

します。今年もよろしくお願いいたします。 

 

☆三重県・窓口：疋田 敦子   お正月の想い出 

 私がお正月で印象に残っているのは、上の子供が 6，7 歳のころでしたが、高熱を出して困っ

た事です。年末に元気がないなと思っていたら、元旦になって朝から高熱です。体温はどんどん

高くなり、肺炎でも起こすのではないかと心配になってしまいました。お正月はどこも開業医は

お休みです。 

総合病院なら診てくれるかも？とすがる思いで電話してみました。すると当直

の先生で良ければ診ますとの回答だったので、その病院へ行って診てもらうこと

ができました。先生に診てもらってる間、本当にホッとしたことが、今でも強烈

に印象に残ってます。私の一番のお正月の思い出です。 

 

☆東海ブロック長・岐阜県部長：吉田 智恵 

 ぎふ難聴者協会女性部長の吉田です。長らく部長を務められた加藤千津子さんに 

「智恵ちゃん部長やって」の鶴の一声で拝命しました。 地元女性部に時々参加していたもの

の、会計監事として役員になった矢先でした。  

皆さんのご指導をいただき自分なりに頑張ってみますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 正月のお雑煮、当地は出汁に角餅ともち菜でいただくシンプルなものです。たっぷりの花がつ

おをかけて味わい飽きずに食べられますよ。 
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☆近畿ブロック長・大阪府部長：黒瀬 由紀子 

 明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。  

新部長になって初めてのお正月。７０歳を過ぎてこのような大役が回ってくるとは思いませんで

した。でも、受けたからには頑張ります。女性部のメンバーを見渡しても、私と同年配の人たちば

かり。なかなか次のバトンを渡せそうな人は・・・？もう少し頑張らないといけないようです。 

 頼りない部長ではありますが、気の置けない仲間とほっこりできる空間

を作って行きたいと思っています。 

 

☆大阪市・部長：高田 郁代   新しい年に願うこと 

夫が大きな手術を受けてから 2 年が経ちました。昨年末の定期健診で、

CT や内視鏡の検査で異常はなくホッとしています。一年が過ぎた頃から、もしかして再発してい

るのではと検査の結果にドキドキするようになりました。今年もどうか再発などなく、穏やかに過

ごせますようにと願っています。 

皆様におかれましても、今年がより良き年でありますよう、心よりお祈りいたし

ます。 

 

☆奈良県・部長：古川 博子 

全難聴女性部の皆さま、新しい年を迎えておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い

いたします。 

 ２０２３年度は、近畿ブロック女性部長初め皆さまのお力添えで、おかげ様にて無事に活動を終

える事が出来ました。 

２０２４年度は、奈良県が近畿ブロック長となり 2 年間担当になります。 

5 月と１１月の近畿ブロック委員会と、全難聴福祉大会・広島大会では出来る

範囲内でご協力したいと今年の目標にしています。 

私自身の好きな言葉「一期一会」出会いと時間を大切にしたいと思って頑張り

たいと思います。 

                     

☆兵庫県・窓口：庄司 美絵 

新年明けましておめでとうございます。 

昨夏、女性部役員からやっと退任、時間に余裕が出来たと思ったら、今

度は、地元（西宮）での活動多忙で相変わらずバタバタしております。手話や要約筆記を知らない

聞こえない・聞こえにくい方がまだ多くて、啓発活動で呼びかけるようにしております。ただ人手

が足りないのが悩みです。 

 最近は、NPO 団体で、手話教室と筆談カフェを受けもっております。地域住民の方、他障害者、

福祉関係者など、人とのつながりを大切にしながらワイワイと雑談しています。 

 2024 年も優しい地元（地域）であって欲しいと思っております。 

 

☆山口県・窓口：有延 八千代 

 令和６年新しき年を迎えおめでとうございます。 

 昨年、山口県は甚大な災害や猛暑がありましたが、無事乗り切りました。山口県女

性部も会員が減少してきましたが元気だけが取りえで何かと頑張っているという状

態です。お勤めをされている方もおり、女性部だけの活動は遅々として進みません
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が、会員は大切にしたいと思いながら、活動に歩んでまいりますので本年もどうぞよろしくお願い

いたします。 

 全難聴女性部のご活躍、ご発展をお祈りします。 

 

☆益田市・窓口：服部 籌子 

 明けましておめでとうございます。 

 当協会、高齢化が進む中、昨年は３名の退会がありまし

た。残念ですが、少人数でも親睦を図り、頑張りたいと存じます。これからもよろしくお願いしま

す。 

東京都 明田美奈子女性部長の表彰おめでとうございます！ 

  

謹んで新年のお喜びを申し上げます。 

旧年中は大変お世話になりました。時が“タツ”のは早い

ですね 今年も良い一年になりますように。（辰） 

生きていれば 9 回目の年女。「母さんの辰年は昇り龍と言われたけど、苦労ばかりでいいことは

あまりなかった。皆がたいした病気もしなかったことだけがありがたい」が口癖でした。母が作る

正月料理で楽しみは筑前煮とサツマイモきんとんに水羊羹。今は「故郷は遠くに

ありて思うもの」時々恋しくなります。（明田 美奈子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 明田部長は、東京都で女性部長としての活躍は勿論、令和５年度７月２日に実施した全難聴女性

部役員会・県部長会議・総会を東京都大田区の会場でお世話してくださいました。 

 他にも女性部の方たちが来て動いてくださいましたが、リーダーとしての貫禄を感じたものでし

た。日頃の地元でのご様子を垣間見たようで、よきお手本とさせていただきたく思いました。 

 まだまだ今後もより一層に飛躍をめざして頑張ってくださるだろうと期待しています。 
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福祉大会バザー販売報告 

「第２７回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 ｉｎ 

美の国あきた」において、令和５年１１月２５日～２６

日の２日間、当部恒例のバザーに、全国から心のこもっ

た手作り品やお品物の数々、協力金等をお寄せいただき、

役員一同心から厚く感謝を申し上げます。 

初めてお品物を提供いただきました皆様には、新たな

縁をいただきました。 

全難聴女性部バザーにご来場いただきました皆様には、心よりお礼申し上げます。 

 

１、バザー品提供団体 ～各協会のご担当様、有志の皆様ありがとうございます～ 

①（一社）札幌市中途失聴・難聴者協会様 ②みやぎ･せんだい中途失聴難聴者協会様   

③福島県中途失聴・難聴者協会様 ④（特非）茨城県中途失聴・難聴者協会様 ⑤（特非）

栃木県中途失聴・難聴者協会様 ⑥埼玉県難聴者・中途失聴者協会様 ⑦横浜市中途失聴・

難聴者協会様 ⑧（特非）川崎市中途失聴・難聴者協会様 ⑨（特非）ぎふ難聴者協会様    

⑩（特非）名古屋難聴者・中途失聴者支援協会様 ⑪（特非）大阪府中途失聴・難聴者協会

様 ⑫京都府中途失聴・難聴者協会様 ⑬奈良県中途失聴・難聴者協会様      

 

／１３団体    バザー売上金 計 ５９，１１０円 

 

2、バザー協力金 

①（特非）東京都中途失聴・難聴者協会女性部様  ５，０００円  

②横浜市中途失聴・難聴者協会女性部様      ５，０００円 

③京都府中途失聴・難聴者協会女性部様      ３，０００円 

④（特非）大阪市難聴者・中途失聴者協会女性部様 ３，０００円  

 

／ ４団体      バザー協力金 計 １６，０００円 

                              １＋２＝７５，１１０円 

3、その他バザーへのご協力 

①秋田県中途失聴・難聴者協会実行委員会の皆様 ②全難聴青年部 ③全難聴耳マーク部      

④明田美奈子様（東京女性部長） ⑤塚本茂子様（前監事）⑥庄司美絵様（前広報担当） 

⑦須藤久美様（青森市） 

 

バザー収益金等は、皆様方の温かいご支援に添えるよう使途を考えていきます。 

今後とも、全難聴女性部へのご支援をよろしくお願いしまして、御礼とさせていただきます。 

（一社）全難聴女性部長 主藤 京子 
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バザー準備に携わって 

事務局長 佐藤 緑 

 

まずは、永井慎吾実行委員長はじめ大会実行委員会の皆様には、改めましてお礼申し上げま

す。大会懇親会で、永井実行委員長は「人生には３つの坂がある。１つめは上り坂、２つめは下

り坂、３つ目は『まさか』」と話されました。全難聴女性部にとっても、「まさか」が多い大会だ

ったと思います。 

まず、１１月末は降らないと言われていたのに、初雪を迎えました。もうひとつは、初めてお

品物を提供してくださった団体様が今年は多かったことです。東北ブロックは女性部がないよう

ですが、みやぎせんだい、福島各協会有志の皆様からたくさんのお品物をご提供いただき、とて

も心強かったです。 

 令和５年６月から、「秋田キャッスルホテル」を役員会として予約しました。大会会場からすぐ

で、懇親会会場でもあり、何かと便利です。大会前日の１１月 24 日昼から、磯島監事と会場入

りしました。早めに現地入りした全難聴青年部のメンバーが、パネル運搬や設置のサポートをし

てくれました。途中、「まさか」の新幹線トラブルで残りのメンバーがやや遅れはしましたが到

着。みやぎせんだい協会から、バザーご担当の鎌田様が到着、お品物について説明をいただきま

した。新役員になって初めてのバザー準備。大体の会場設営が出来、その日の夜はゆっくり過ご

せました。 

２５日、バザー開始。個人で会場準備を手伝ってくれた方、当日お品物を持参された方もいま

した。昼過ぎに東京女性部長の明田様が到着、バザー販売に協力くださいました。真向かいは耳

マーク部のブース。名難聴代表理事でもある荒川様から、手芸の得意な会員お手作りの鍋つかみ

を当部バザーのお品物にいただきました。耳マーク部メンバーの皆様からは、２日間にわたり、

差し入れや励ましの言葉をいただきました。 

 ２６日、バザー２日目。今年度は午前中が式典。東京女性部運営に尽力されてきた明田様が表

彰されました。昨年の永末前相談役に続き、女性部関係者の表彰となったのはとても喜ばしいこ

とです。 

会場に何度も足を運び、たくさんご購入いただいたお客様。お

洋服を試着され、偶然にもご提供主様の目に留まり喜ぶお客

様。会場で初めてお会いし、言葉を交わしたお客様。紙面に書

ききれませんが、一つ一つの出会いがありがたいことです。 

 実はこの２日目が、「まさか」でした。諸事情重なり、多くは

３人の役員で運営していました。事務局長として冷静に対応す

べきところ、最後の最後で声を荒げてしまう場面がありまし

た。大変申し訳なく、反省しております。全難聴事務局の生田様にサポートいただきながら、後

片付けを終えました。 令和６年は、１１月２３日～２５日

に「第２８回全国難聴者・中途失聴者福祉大会ｉｎ平和の都

ひろしま」が開催されます。皆様、お元気でお会いしましょ

う。 

 



10 

 

１． 令和５年度ご寄付について  

～ ありがとうございました ～ 

  （令和５年４月１日～１２月３１日） 

有延八千代様（山口県） 

福原三子様（東京都） 匿名の 3 名様 

 

２．令和６年度役員会・県部長会議・総会のお知らせ（予定） 

  全難聴女性部次年度の会議は、京都府での開催を予定。 

京都府中途失聴・難聴者協会女性部の皆様には大変お世話になります。 

 

日 程：令和 6 年 6 月 会議日程は、２月以降に確定します。 

午前１０時～役員会  午後  県部長会議、総会 

場 所：確定しましたらお知らせします 

前泊、会議終了後の宿泊が必要な方には、全難聴女性部よりご案内します。 

窓口も出席できますので、万事お繰り合わせの上ご参加ください。 

 

３．令和 6 年度研修会について 

東海ブロック、近畿ブロックで予定されているそうです。 

確定しましたらご案内します。 

 

４．全難聴加盟協会の女性部創設、復活について 

女性部のない協会の皆様、ぜひ女性部に加盟してください。 

一緒に、楽しく活動しませんか？ 

令和３年度の県部長会議で、下記２点を確認しています。 

①女性部担当者が、地域の協会の一般会員でも部として認めること 

②他の専門部と統合していても、行事が出来れば女性部として認めること 

詳細は、事務局までご連絡ください。 

 

～問い合わせ先～  

ご意見、ご要望がありましたら、下記までお知らせください。 

事務局長：佐藤 緑   F A X：０３－３８８９－１０３１ 

Ｅメール：tori72520@gmail.com 

 
 

 

今年は元旦から地震で驚かされた年明けとなりました。 

被災地の皆様には、改めてお見舞い申し上げますと共に、 

今後の復興が一日も早く叶いますことを願って止みません。 

 平穏に過ごせる日常に感謝し、有意義に進んで行くことが大切だと実感してもいます。 

このだよりを編集している時、懐かしい場面があれこれと自然に思い起こされ、良き思い出となっ

て残せたことで、女性部としての活動の意義があると思っています。 

 お正月気分が抜けてきた頃に発行となりますが、50 号でお伝えした以降の報告として読んでい

ただけます様、よろしくお願いいたします。 

 それぞれの抱負にもあります通り、本年も女性部一同、力を合わせて取り組んでまいります。 

                              （事務次長：片山ひろみ） 

事務局だより 

 

 

編集後記 

mailto:tori72520@gmail.com

